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 宇塚・岡・藤本（2018）で明らかにしたとおり、2014 年 10 月、岡山大学桑の木留学生
宿舎では 2 棟の各フロアに 1 人、合計 8 人の日本人学生をレジデントアシスタント（RA）
として配置することが実現した。RA 制度の導入により、夜間・休日の一次的な緊急対応や
日常的な些細な問題へのタイムリーな対応が可能になった。 
2016 年には国際学生シェアハウスが竣工し、同年 4 月に入居開始となった。国際学生シ
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岡山大学における留学生宿舎の在り方 ～国立六大学連携コンソーシアム教育連携機構入試専門部会事業～
創成支援事業（SGU）」の採用基準の一つに混住寮の有無があったことに求められる。 
表 1 に示したとおり、岡山大学には 4 つの異なるタイプの留学生宿舎が存在する。本稿














桑の⽊留学⽣宿舎 留学⽣収容定員 その他の収容定員 
2011年3⽉まで 132⼈（132室） 外国⼈研究員18⼈（18室） 
2011年4⽉〜2014年9⽉ 150⼈（150室） − 
2014年10⽉〜現在に⾄る 142⼈（142室） ⽇本⼈学⽣（RA)8⼈（8室） 
福居留学⽣宿舎 留学⽣収容定員 その他の収容定員 
2010年4⽉〜現在に⾄る 21⼈（21室） − 
国際交流会館 留学⽣収容定員 その他の収容定員 
2011年4⽉〜2017年9⽉ 18⼈（18室） 外国⼈研究員47⼈（47室）* 
2017年10⽉〜現在に⾄る 18⼈（18室）＋16⼈（8室） 外国⼈研究員39⼈（39室）** 
国際学⽣シェアハウス 留学⽣収容定員 その他の収容定員 
2016年4⽉〜現在に⾄る 90⼈（30ユニット） ⽇本⼈学⽣30⼈（30ユニット） 
注 1）2000 年度以降、2018 年度末までの収容定員の変遷を示す。 
注 2）＊印、＊＊印には各々「夫婦用」14 室、6 室含む。 
 
３．国際学生シェアハウスの現状と問題 
3.1 設置に至る経緯 ― シェアハウス検討 WG（2012 年度） 
2012 年 10 月にグローバル人材育成院設置準備委員会が発足し、同時にその下部組織の
一つとしてシェアハウス検討 WG(ワーキンググループ)が設置された。筆者の一人である岡









(2)ユニット：4DK を 1 ユニット(南山大学名古屋交流会館をモデルとする。) 
 ・4 つの個室に留学生 3 人、日本人学生 1 人が入居する。 
    個室は 4.5 畳程度（南山大学は 6.5 畳） 
 ・台所・食堂・風呂・洗面所・トイレ（2 室）は共用とする。 
    電磁調理器・冷蔵庫・電子レンジ・炊飯器（2 台）・トースター・テレビ 
 ・個室の設備は極力抑える。（例えば、テレビは食堂に置き、個室には置かない。） 
    ベッド・本棚付き机・イス・ごみ箱・ロッカー・電気スタンド・エアコン 
インターネット接続回線 
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図１ ユニット例：南山大学名古屋交流会館を参考に 
 
(3)規模：25 ユニット（100 名収容） 
 ・1 ユニットに、英語圏出身交換留学生 2 名、非英語圏出身交換留学生 1 名、日本人学
生 1 名が入居する。（EPOK による英語圏からの留学生 50 名、その他の交換留学生 25
名及びグローバル人材育成コースの日本人学生 50 名のうちの希望者 25 名） 
＊シェアハウスの規模は、①英語圏からの交換留学生が何人確保できるか、②グローバ
ル人材育成コースの日本人学生の中から入居希望者を何人確保できるか、によって決
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 ・管理人室（1 階） 
 ・交流室（1 階）：120 人～50 人程度収容できる広さ 
 ・面会室（1 階） 


















（１）現状：2016 年 4 月～2019 年 3 月 
国際学生シェアハウス（5 階建て、120 人収容、留学生 3 人＋日本人学生 1 人が 1 ユニッ
ト、30 ユニット）は日本人学生対象の女子寮の南側に建設され、2016 年 3 月 24 日に竣工
し、同年 4 月に入居を開始した。1 ユニット 4 人という基本構造は、2012 年度末に提出さ
れたシェアハウス検討 WG の最終案どおりである。一方で、検討 WG の提案と異なる点は、
日本人学生の入居資格をグローバル人材育成コース（G コース）学生に限定していないこ
とが挙げられる。2016 年 1 月に募集、4 月の入居という間際の募集であり、G コース担当
教職員を含めて、果たして G コース学生だけで人数が確保できるかどうか不明だったこと
が募集の枠を広げた主な原因である。その結果、2016 年 4 月時点で留学生が入居している
全 27 部屋分のユニットリーダーとなる日本人学生が集まった。 
 選考は RA と同様に書類と面接審査を行った。志望理由やリーダーとしての役割を確認































ル・パートナーズ（2）教職員、桑の木寮 RA、国際シェアハウスの FL で構成される月例ミー
ティングにおいても何度も議論され、学生主導で問題の解決を試みたが、試験期間や寮生
の入替時期に収まり、しばらくすると再度問題行動が表面化するというサイクルを繰り返
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責任もあるが、UL や FL 制度全体に対する再検討が FL 学生を中心になされた。この結果を












解実習」といった科目名の Web Class を創設し、学生の役割を可視化することが担当教員
である筆者（宇塚）より提案されたが、多くの賛同は得られず、実現していない。 
 
（３） 2016～2018 年度における国際学生シェアハウス関連事案  
 これまでに、2016 年度 2 件、2017 年度 0 件、2018 年度 2 件、2019 年前期 1 件、合計 5
件の国際学生シェアハウス関連事案が留学生相談室に持ち込まれた。2016 年度の事案 2 件
は、いずれも同一ユニット内における「人間関係」トラブルであり、ユニット内の入居者
の 1 人のマナーが悪いことがトラブルの原因であった。特に、人間関係トラブルが深刻で
あった 1 件に関しては、当該ユニットの学生 4 人にそれぞれ聞き取りを実施した結果、人
間関係を修復することが極めて困難であると判断された。留学生相談室は、トラブルの原
因となった学生に自主退去を勧め、当該学生はこれを了解し、退居した。この事案に関し











 この他、留学生相談室の対応としては、2017 年から出席が義務化された UL や FL の任命
式＆オリエンテーションにやむを得ず欠席した学生のフォローアップ面談を行った。面談
に来た学生は 8 名である。それまで、オリエンテーションを欠席した学生へのフォローア
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裕があり、夜遅くまで集まって騒ぐため、近隣住民から苦情が寄せられた。これに加えて


























表 2 岡山大学留学生関連宿舎施設比較 
宿舎 ⾯積 建築年度 その他 
桑の⽊寮  南棟 














国際交流会館  17.5 m2 2010 年 交流棟あり 
RA なし 
国際学⽣シェアハウス LDK 29.6 m2  
個室 7.9 m2 
2016 年 共有スペースなし 
UL：30 ⼈ FL：5 ⼈（UL 兼任） 
 
4.2 国際交流会館 







の利用が 16 回に対して桑の木留学生宿舎談話室の利用は 8 回であり、前者の利用回数が
後者を上回った（表 3-1 及び表 3-2 参照）。 
 
表 3－1 国際交流会館交流棟を利用した交流イベント（2012 年度） 
年⽉⽇ 主催 ⽬的 
2012.04.28 WAWA／留学⽣協会 歓迎会 
2012.04.30 ベトナム留学⽣会 ⺟国祝⽇祝賀集会 
2012.05.01 ベトナム留学⽣会 ⺟国祝⽇祝賀集会 
2012.05.05 ムスリム留学⽣会 イスラム教勉強会 
2012.08.03 WAWA／留学⽣協会 送別会 
2012.08.19 ムスリム留学⽣会 集会（イード祭） 
2012.08.26 バングラデシュ留学⽣会 歓送迎会 
2012.09.02 ベトナム留学⽣会 ⺟国独⽴祝賀集会 
2012.10.20 ＊留学⽣同窓会 第2回総会ほか 
2012.10.26 ムスリム留学⽣会 集会（イード祭） 
2012.10.27 WAWA／留学⽣協会 歓迎会 
2012.11.11 バングラデシュ留学⽣会 ⾷事交流会 
2012.12.22 WAWA 忘年会 
2013.02.22 WAWA／留学⽣協会 送別会 
2013.02.24 インドネシア留学⽣会 地区集会 
2013.03.24 バングラデシュ留学⽣会 独⽴記念⽇祝賀会 
注 1）出所：岡・石田・中島・廣田（2013）pp.25-55 より作成。 
注 2）大学及び他部局主催のイベントは含まない。 
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注 3）＊印の留学生同窓会は 2013 年度に国際同窓会に名称変更。 
 
表 3－2 桑の木留学生宿舎談話室を利用した交流イベント（2012 年度） 
年⽉⽇ 主催 ⽬的 
2012.04.21 中国⼈留学⽣学友会 歓迎会 
2012.10.13 マレーシア留学⽣会 集会 
2012.12.24 インドネシア留学⽣会 送別会／⼩セミナー 
2012.12.24 ベトナム留学⽣会 クリスマス会 
2012.12.30 ベトナム留学⽣会 新年会 
2013.02.09 ベトナム留学⽣会 旧正⽉祝賀会 
2013.02.18 マレーシア留学⽣会 送別会 
2013.03.23 ベトナム留学⽣会 送別会 
注 1）出所：岡・石田・中島・廣田（2013）pp.25-55 より作成。 
注 2）大学及び他部局主催のイベントは含まない。 
 
 宿泊棟は、主に研究者や半年未満の短期滞在者を受入ており、家賃は 2 週間単位の料金
体系である。国際交流会館は福居寮よりもさらに小規模であり、大学構内かつ管理人の滞
在時間も長いため、ゴミ捨てや掃除の指導も比較的行き届いている。また、岡山大学が国
際バカロレア（IB）入試を開始した翌 2012 年から海外 IB 校から進学する日本人学生のマ
ッチングプログラムへの 10 月入学に伴い、入寮条件をそれまでの留学生のみから国際 IB
生（主に帰国子女）へと拡大した。これにより、この寮が混住寮の先駆けとなり、後に桑















 特に、新たなにプレマスターコースと３＋１プログラムが開始した 2014 年 10 月は、主
に中国からの留学生数が急増したため、借り上げアパート制度が開始された。両コースは
半年または一年のコースであり、常時 35 名前後の学生が在籍したため、2 人一部屋として
大学に隣接した岡山大学生活協同組合の管理する民間アパート 20 部屋の借り上げを開始
し、その後、海外入試による学生や医歯薬学総合研究科の学生のために鹿田キャンパス近
辺のレオパレスを借り上げるなど、最大で 69 部屋を借り上げていた。しかし、2016 年に
国際シェアハウスが開所したことにより、2016 年 4 月から借り上げ部屋数を縮小し、さら
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ラム、プレマスターコース、３＋１プログラムなど優先入居資格を持つ留学生が増加した
ため（4）、民間アパートの借り上げにより対処せざるを得なくなった。 
 特に、新たなにプレマスターコースと３＋１プログラムが開始した 2014 年 10 月は、主
に中国からの留学生数が急増したため、借り上げアパート制度が開始された。両コースは
半年または一年のコースであり、常時 35 名前後の学生が在籍したため、2 人一部屋として
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1983 年に桑の木寮が開所して以来、岡山大学の留学生寮は 36 年の歴史がある。その間、





































会に関しては岡（2011)を参照願いたい。ただし、WAWA は 2018 年 12 月末を以てグ
ローバル・パートナーズ所属団体ではなくなったことを機に、学務部学生支援課所
管の非公認サークル、インターパスレルとして 2019 年 4 月から新たな活動を始め
た。同様に、岡山大学留学生協会及びその傘下の出身国別等の各留学生会も 2019 年
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